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＜学校教育目標＞

（き）今日も明るく元気に   【元気で明るい子】

（こ）心豊かで 　　　　　  　【心の美しい子】

（な）仲良く楽しく学び 　  【なかよく働く子】

　　　　　　　　　　　　　　　　【よく考える子】

（い）いつも笑顔でがんばる子【進んで実行する子】 

　１月１３日（火）から１５日（木）にかけて、佐女川神社のみそぎ祭りが行われました。昨年４月
に本校に着任して以来、私にとって今回が初めての寒中みそぎの見学となりましたが、地域の皆様が
大切に受け継いできた伝統行事であることを改めて実感いたしました。１４日は中学校の校長先生と
ともに開会式を参観し、１５日には本校の先生方とともに、みそぎ浜での海水沐浴を見学いたしまし
た。冬の冷たい海へ向かう行修者の姿からは、地域の文化を守り続けようとする強い覚悟が伝わって
きました。
　近年は、行修者の確保が難しく、町外からも公募していると伺っています。それでもなお、地域の
皆様が力を合わせ、伝統を未来へつなごうとする姿勢に、改めて地域の温かさと強さを感じました。
また、当日は、子どもたちも保護者とともに見学したり、寒中みそぎフェスティバル会場での催しを
楽しんだりしており、地域の行事への関心の高さがうかがえました。
　本校の子どもたちは、社会科や総合的な学習の時間を通して、地域の歴史や文化について学んでい
ます。今年度は、３年生が佐女川神社を訪問し、神主さんや経験者の方から寒中みそぎについてお話
を伺ったり、調べたことをまとめて学習発表会で発表したりしました。(下写真）また、別の日には講
師の先生をお招きし、笛や太鼓の指導もしていただきました。これらの取組は大変意義深く、充実し
た学習活動となりましたが、今回、極寒の中で行われた寒中みそぎや、それを支える多くの人々の姿
を目にし、木古内の子どもたちには、身に付けたことを学校での学習だけで終わらせてほしくないと
強く感じました。
　学校での学習は、学びの一端にすぎません。本当の学びとは、知識を得ることだけではなく、その
知識を自分の行動や生き方に結びつけていく力のことです。木古内に住む子どもたちには、地域の人
の思い、行修者の覚悟、支える大人たちの姿など、人との関わりを通して学びを広げ、自分と地域を
結び付けてほしいと思います。今回のお祭りでは、太鼓の演奏に参加した児童や、旗持ちとして行列
に加わった中学生が多く見られました。このように、学んだことを自らの行動につなげ、地域の中へ
踏み出していく経験こそが、子どもたちの成長を大きく後押しします。自分の住む町に関わり、地域
の一員として役割を果たす姿は大変頼もしく、未来への希望を感じさせてくれました。
　本校はこれからも、地域とともに歩む学校として、子どもたちが自分のふるさとを知り、愛し、誇
りを持てるような学びを大切にしてまいります。そして、木古内町で育つ子どもたちが、学んだこと
を実際の行動へとつなげ、将来はこの町の文化や伝統を支える担い手へと成長していくことを願って
います。

伝統にふれ、学びを行動へつなぐ子どもたち
校　長　長谷川　美栄子　　　　

３年生の佐女川神社での訪問学習と
学習発表会での寒中みそぎについての発表



日 曜 主な行事

１ 日

2 月 中学校体験入学

3 火 全学年5時間授業

4 水
1～3年午前授業4～6年5h委：

⑩

5 木 全校朝会

6 金

7 土

8 日

9 月

10 火

11 水 建国記念日

12 木

13 金

14 土

15 日

16 月

17 火
参観・懇談（全学年）学校運営

協議会③

18 水 職員会議

19 木

20 金 三浦先生来校日

21 土

22 日

23 月 天皇誕生日

24 火

25 水 6送会装飾

26 木 6年生を送る会

28 土

２月の
行事予定
２月の
行事予定

　清々しい空気の中、いよいよ3学期が始まりました。 この冬休み期
間、校内の1階から3階にある各ホールの床を、新しい床材へ張り替える
工事を行いました。以前よりも明るく、ぬくもりを感じる空間へと生ま
れ変わっています。 始業式を終えると、子どもたちは早速新しいホール
に集まり、「きれいになった！」と歓声を上げながら元気に遊んでいま
す。掲載した写真の通り、新しい床の上で過ごす子どもたちの表情は、
新年の希望に満ちあふれています。 気持ちを新たに、この素敵な環境の
中で、子どもたちが毎日を安全に楽しく過ごせるよう、教職員一同、心
を込めて支援してまいります。

　３学期が始まり、子どもたちの活気ある声が戻ってきました。
　一方で、これまで、新型コロナウイルス感染症での欠席がありまし
た。都心では、インフルエンザＢの流行の兆しも見られます。
　学校では、引き続き、換気や手洗いの指導を徹底しますが、ご家庭で
も以下のポイントを中心に、お子様の健康観察をお願いいたします。

朝の健康チェック： 発熱だけでなく、のどの痛みや咳、倦怠感など
がないか、登校前の確認をお願いします。
無理のない休養： 「少し体調が悪いかな？」と感じる時は、無理を
せず自宅でゆっくりと休養をとることも、早期回復と感染拡大防止
につながる大切な判断です。
免疫力を高める生活： 寒さに負けない体づくりのため、「十分な睡
眠」「栄養バランスの良い食事」を心がけましょう。

　一人ひとりが安心して学校生活を送れるよう、今後も状況を注視しな
がら対応してまいります。気になる症状がある場合は、遠慮なく学校ま
でご相談ください。

　スキー場にて、各学年で雪遊びを
実施しています。子どもたちは、各
自準備してきた「手作り米袋そり」
を手に、真っ白な斜面へ。「いく
よ！」「せーの！」と声を掛け合い
ながら勢いよく滑り出す表情は、自
信と喜びに満ちていました。
　３年生以上の各学年も別日で冬の
自然を存分に満喫。寒さを忘れて夢
中で雪と戯れる子どもたちの歓声
が、白銀の世界に温かく響き渡った
一日となっています。


